
５月26日（木）　忠類地区

№ 質問公区 質問・意見 回答 担当部

1 忠類幌内 ・ 　幌内川については、河川改修がされていな
いので、大雨が降ると土を削って川の形が変
わるだけでなく、近隣の通路や畑にも影響
し、困っている。自然のまま残すということ
で、河川改修されずに現在に至るが、河川が
溢れたときの周囲への影響が大きいので、今
後の河川改修計画があれば伺いたい。

・ 　幌内川は、普通河川に該当しまして、河
川計画がないことから、自然のままとなっ
ていますが、周辺の土地に影響を及ぼすよ
うであれば、現地を確認して対応について
考えてまいります。

建設部

2 忠類錦町 ・ 　使用料・手数料の見直しについて、ナウマ
ン公園キャンプ場の使用料の徴収をどうする
のかなど、具体的にどのように管理していく
かなどの結論が出ていれば確認したい。

・ 　ナウマン公園キャンプ場に関する具体的
な作業は遅れ気味ではありますが、基本的
には、利用者から使用料を徴収して運営し
ていくことで、秋までには結論を出したい
と考えています。

忠類総合支所

3 忠類白銀町 ・ 　使用料・手数料の見直しについて、附帯設
備・備品などの物品の使用料で、購入金額が
500万円を超える備品というのは実際に存在
するのか確認したい。

・ 　購入金額が500万円を超える備品ですが、
100年記念ホールにあります陶芸釜とピアノ
１台がこれに該当します。
　物品の使用料については、次期の更新費
用に充てるということでご理解願います。

企画総務部

・ 　町管理の住宅について、公営住宅や教員住
宅に空きが目立つので、設置目的にとらわれ
ず、例えば海外からの実習生に一時的に住ん
でもらうなど、有効な活用策について何か考
えがあれば伺いたい。

・ 　今年度、公営住宅に関わる長寿命化計画
の見直しを予定していますが、その中で空
き家の利活用も含めて検討してまいりま
す。
　また、教員住宅については、次の教員の
入居が決まるまでという条件ではあります
が、一時的にお貸しすることも可能であり
ますので、ご相談ください。

忠類総合支所

教育委員会

4 忠類上忠類 ・ 　公営住宅については、新規就業者などの若
い世代を含めた低所得者向けであると理解す
るが、外観や設備が古びているなど、今の公
営住宅では、若い世代に選択されない。
　若い世代を呼び込むという観点からも公営
住宅のあり方を考えていただきたい。

・ 　今年度、公営住宅に関わる長寿命化計画
の見直しを予定していますが、その中で若
年層に係る施策の方向性についても検討し
てまいります。 建設部

令和４年度　公区長会議質疑応答

　質問意見・要望



５月26日（木）　幕別地区

№ 質問公区 質問・意見 回答 担当部

1 新町 ・ 　令和３年度公区長会議質問・要望書におい
て、防災行政無線の運用については、緊急情
報だけでなく、日常的な行政情報の提供など
で有効活用してほしい旨の質問をしたとこ
ろ、今後の運用の中で検討しますとの回答
だったが、その後、どのような検討が進んで
いるかお尋ねしたい。
　例えば、火災予防週間の時期などに消防の
サイレンが予告なしに鳴ることがあるので、
そのサイレンの意味を防災行政無線で周知す
る、あるいは、火災情報として、例えば○町
で火災延焼中または鎮火しましたといった情
報を放送していただくと、町民もより安心に
なるのではないかと思うので、検討状況を含
めて回答いただきたい。

・ 　防災行政無線については、災害時などで
の緊急情報の重要性を高めるため、必要最
低限の情報に限定して放送することを基本
としていることから、今現在もそのような
運用となっています。
　このことから、ご意見のありました消防
の関係も含めて、行政情報は、緊急時に限
定して放送することで今後も運用してまい
りますが、いただいたご意見については、
持ち帰らせていただきます。

住民生活部

・ 　毎年各公区から道路の整備について要望が
出ており、町において補修等の対応がされて
いるが、補修の後、車両の通行により、補修
箇所のアスファルトが剥がれて粒状に広がっ
ている状況が見受けられることから、補修工
事後の点検についても取組をお願いしたい。

・ 　歩道や車道などの舗装補修は、普段のパ
トロールや住民からの通報により、現地を
確認して、必要に応じて対応しており、業
者に委託して行う補修は加熱合材を、緊急
的に職員が直接行う補修は、常温合材を用
いて対応しております。
　ご指摘の状況については、常温合材での
補修によるものと思われますが、その合材
の性質が剥がれやすいものとなっておりま
すことから、常温合材で対応した部分につ
いては、補修後の状況も確認するよう対応
してまいります。

建設部

2 旭町１ ・ 　公区内に設置されている交通安全旗が千切
れており、その近くで、町の交通安全指導員
が子供たちを誘導していることに違和感があ
るので、旗を交換してほしい。
　また、その場所には横断歩道がないので、
横断歩道の設置要望をしていただきたい。
　関連して、その場所の交通安全指導員は車
で来ているが、近辺に駐車場がないことか
ら、路上駐車しているような状況にあるの
で、安全のためにも指導員の駐車場を確保し
てほしい。

・ 　交通安全旗については、速やかに交換い
たします。
　横断歩道の設置要望については、現地を
確認して公安委員会への要望を検討いたし
ます。
　次に、交通安全指導員の駐車場ですが、
路上駐車は好ましくないので、本人に状況
を確認して今後の対応を検討いたします。

住民生活部

・ 　新型コロナワクチン接種後、15分から20分
程度の待機時間があるが、スマイル検診で
は、そういった待機時間も有効に活用できる
ようテレビを配置するなどの工夫があるの
で、今後の４回目の新型コロナワクチン接種
の際は、テレビの配置について検討いただき
たい。

・ 　待機場所におけるテレビについては、設
置の方向で検討し、接種された方が時間を
気にしないで待機してもらえるような形で
の対応を考えます。 保健福祉部

・ 　地域敬老行事開催奨励金について、今年度
は特例措置がなくなって、行事を開催しなけ
れば奨励金が出ないとのことであるが、十勝
のコロナ新規感染者数は高止まりとなってお
り、行事を開催するのには抵抗があるので、
特例措置をもう１年延長してほしい。
　特例措置の延長が難しいのであれば、どの
ような行事を想定しているのか教えていただ
きたい。
　また、奨励金の対象者については、住所を
異動していない介護福祉施設等の入居者など
は対象にはしないとのことであるが、対象者
の定義について改めて確認したい。

・ 　現在、高齢者の集まる場所がなくて、交
流ができていない状況にありますことか
ら、従来の行事開催に対する奨励金とする
ため、今回特例措置を無くしたものであり
ます。
　行事の内容としては、一つの会場に集
まって、お互い顔を合わせていただき、最
後に弁当を持って帰っていただくなどの飲
食を伴わない交流を想定しています。
　次に、奨励金の対象者ですが、ご質問の
内容については、住民票はあるが、町内の
別地域の介護福祉施設等に居住の実態があ
る方は、実際に居住している地域で奨励金
の対象となるため、対象とはならないとい
う意味で手引きに記載しております。ま
た、住民票はないが、該当の地域に居住の
実態があれば奨励金の対象者となります。

保健福祉部

令和４年度　公区長会議質疑応答

　質問意見・要望



№ 質問公区 質問・意見 回答 担当部

　質問意見・要望

2 旭町１ ・ 　今年度の道路工事ですが、旭町の４・５丁
目仲通が対象工事となっていますが、設計書
などがありましたら、見せていただきたい。

・ 　設計は終わっていますので、土木課の担
当に工事内容の説明に行くよう指示してお
きます。

建設部

・ 　除雪について、道路に宅地の雪を出さない
というのは正しいことではあるが、除雪車が
通過すると道路の雪が宅地に寄せられること
から、その場合の雪をどこに出せばいいの
か、どのように処分すればいいのか回答いた
だきたい。

・ 　町の除雪は、かき分け除雪といいまし
て、通行する車両が支障なく通れるよう
に、雪をかき分ける除雪で、排雪はしてお
りません。
　基本的には、道路敷地内でかき分けてい
る状況にありますが、万が一かき分けた道
路の雪が宅地に入り込んだ場合は、あくま
で道路の雪となりますので、道路敷地内に
置いていただくような形で考えていただけ
ればと思います。

建設部

・ 　消防署の火災発生状況について、昨年車両
火災が５件発生しているとの報告があった
が、この５件の火災原因について、もし把握
していれば、情報共有ということで教えてい
ただきたい。

・ 　車両火災の５件のうち２件は、原因が特
定できず、出火原因は不明となっておりま
す。
　残る３件については、排気管等の高温部
分に可燃物が接触しての出火が原因となっ
ております。

消防署

3 相川北 ・ 　使用料の見直しについて、農村部について
は、地元農協からの取りまとめ依頼により、
農事組合で近隣センターを年に複数回使用す
ることがあるが、その場合に使用料がかかる
のか伺いたい。こちらの希望としては、町の
基幹産業である農業という観点からも使用料
については免除していただけるとありがた
い。
　次に、使用料は、使用する前に納付すると
のことだが、納付の仕方について、例えば一
括で支払うといったことができるのかをお聞
きしたい。
　次に、近隣センターは、地域コミュニティ
活動で使用する場合は使用料が免除されると
のことだが、この場合は無料、この場合は有
料といったように分かりやすく確認できるよ
うな方法を検討していただきたいのと、使用
料の徴収方法及び徴収したお金の管理方法に
ついて示してほしい。

・ 　農事組合での使用ですが、近隣センター
については、基本的に老人クラブなどの活
動を含む地域のコミュニティ活動において
は使用料を免除しますが、農事組合につい
ては、コミュニティ活動とは異なりますの
で、使用料はかかります。
　次に、使用料の納付方法ですが、基本的
には、当日までに納付していただくことに
なります。また、一括納付についても想定
しておりますが、仮にキャンセルした場合
は、使用料は還付されないことと、キャン
セルする時期によっては、キャンセル料が
かかる場合がありますのでご理解願いま
す。
　近隣センターの管理については、基本的
には地域の運営委員会などに管理をお願い
しておりますが、その運用については、所
管する担当課の方で実態を把握した上で、
どのように使用料を徴収していくかなどを
検討していきたいと考えております。

企画総務部



５月27日（金）　札内地区

№ 質問公区 質問・意見 回答 担当部

1 泉町 ・ 　今年度に実施される札内南小学校の大規模
改修工事について、札内南小学校は札内地区
の避難所に指定されていることから、工事期
間中は、どこに避難すればいいのか教えてい
ただきたい。

・ 　改修工事期間中の避難所についてです
が、近隣の札内南コミュニティセンターが
一次避難所に指定されておりませんので、
そちらを使うなど工夫しながら考えていく
必要があると考えております。
　その時の状況にもよりますので、今この
場で避難所は札内南コミュニティセンター
になりますといったことは申し上げられま
せんが、工事の進捗状況に合わせて、避難
誘導をしてまいりたいと考えております。

住民生活部

・ 　10月からの公共施設の使用料の徴収につい
て、現金で支払われて、それを管理するとな
ると近隣センターの管理人が大変になるの
で、バスの回数券のようなものを町が用意し
て、札内支所などで購入してもらって、それ
で支払うような仕組みを町として考えていた
だきたい。

・ 　町では、共通利用券に係る券売機の設置
を検討しておりますが、今後の料金の集め
方については内部で検討中ですので、内容
が決まりましたら広報紙などで情報をお知
らせしたいと思います。

企画総務部

2 千住東 ・ 　コミュニティバスについては、国から補助
金をもらって運行していると思われるが、１
年総額でいくらの運行費用がかかって、町の
持ち出しがいくらになるのかを教えていただ
きたい。

・ 　コミュニティバスについては、バスの購
入費を含めた経費の２分の１が国から補助
されまして、残る２分の１が町の持ち出し
となります。また、利用客からの運賃収入
を町の持ち出しに充当することで町の持ち
出しが少なくなるという仕組みになりま
す。
　詳しい数字については、後ほどお知らせ
しますが、運行費については、幕別、札内
の両方で1,000万円程度となっております。

住民生活部

3 桂町１ ・ 　桂町１公区にある町営住宅については、入
居期間が短期でいつの間にか退去している
ケースが多いことに加え、ある一室について
は、出張で幕別方面に来た時だけ利用すると
いった、普段居住の実態がない方が部屋を借
りているような情報を聞いていることから、
その点についての事実確認と、そういった場
合の町の対応についてお聞かせいただきた
い。

・ 　基本的に公営住宅については、一定の基
準に基づいて入居していただく形となって
おりますので、それを逸脱するようなこと
はございませんが、今回の件については、
担当に事実確認をして説明をさせていただ
きたいと思います。

建設部

4 若草町３ ・ 　行政区の新たな制度について、町長の挨拶
によると、これから町民に意見を聞いて、新
制度を考えていきたいということであった
が、当初の３年の計画では、来年の４月施行
となり、これからの数か月という短い期間
で、町民に意見を聞いて結論を出すというの
は難しいと思うので、きちんと体制を整え
て、町民の意見を踏まえた町の方針が決まっ
てから、１年くらいの時間をかけて施行して
ほしい。

・ 　行政区のあり方については、新しい制度
を来年４月１日から施行するという決まり
はございません。
　本年３月に議会特別委員会から５点ほど
の意見が付された報告をいただいておりま
すので、それらの意見を踏まえて、各団体
と協議を進め、早い段階で方向性を出した
いという考えでございます。

住民生活部

・ 　避難行動要支援者名簿について、必要な場
合は、防災環境課まで連絡くださいとのこと
だが、避難行動要支援者については、各公区
でも検討が必要なので、いる、いらないに関
わらず、最低限公区長には情報提供してほし
い。

・ 　避難行動要支援者名簿については、個人
情報の関係から、公開することに同意をい
ただいた方が掲載されておりまして、公区
長や民生委員、自主防災組織などに提示し
ている状況にあります。ただし、組織体制
が整っていない地域もあることから、現在
は、組織体制が構築されている公区長など
からの要望に応じて名簿をお渡ししている
状況でありますのでご理解願います。

住民生活部

令和４年度　公区長会議質疑応答

　質問意見・要望



№ 質問公区 質問・意見 回答 担当部

　質問意見・要望

4 若草町３ ・ 　質問・要望事項一覧表の中で、防災行政無
線の内容を聞き逃すので、繰り返し流してほ
しいとの要望があったが、戸別受信機には録
音機能があるので、繰り返し放送するのでは
なく、再生ボタンを押せばもう一度聞くこと
ができるという基本的な操作方法の周知をす
れば事足りるのではないか。

・ 　防災行政無線の放送内容については、同
じ放送を朝、昼、晩と流しますが、１回目
の放送については、ご指摘のとおり強制的
に録音させています。
　このことから、留守であっても、ランプ
が点いていれば、再生ボタンを押していた
だくと１回目の放送内容を聞くことができ
ますので、広報紙の防災ナビというコー
ナーを活用するなどして、住民の皆さんに
再度周知いたします。

住民生活部

・ 　今年度、町道の保守点検調査に入ると聞い
ているが、若草町に調査が入るか伺いたい。
また、国や北海道では、報道で補修に関する
調査を実施するといったことを聞いている
が、幕別での実施予定があるか伺いたい。

・ 　今年度の道路の調査については、新北町
32号通、桂町団地道路３号、文京学園通、
相川20号橋、相川７線の調査を予定してお
りまして、若草町での調査は予定しており
ません。
　道路の補修調査の関係ですが、国や北海
道の方では、補修に関する調査について報
道されていますが、本町では、補修に関す
る調査を実施する予定はございません。

建設部


